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ノロウイルスによる食中毒が発生しました 

 

 令和７年２月２８日（金曜日）午前９時４５分頃、武雄市内の老人ホームから「施設

の入所者及び職員に嘔吐や下痢の症状を呈しているものが複数名いる」との連絡があり

ました。 

連絡を受けた杵藤保健福祉事務所が調査を実施したところ、当該施設内の給食施設で

調理された食事を食べた方のうち、施設の職員と入所者の計１５名が食中毒様症状を呈

していることが判明しました。 

杵藤保健福祉事務所は、給食施設で調理・提供された食事を原因としたノロウイルス

による食中毒と断定し、本日（３月４日）、食品衛生法第６条第３号違反として、給食

施設に対し営業停止命令（１日間）を行いました。 

 全国的にノロウイルスによる食中毒が多く発生しており、県内でも今年に入り２件目

となります。特に、給食施設では集団食中毒となりやすいので、調理従事者の健康状態

の把握を適切に行い、食品の汚染を防ぎましょう。 

 

記 

 

１ 調査内容 

(1)発生日時（初発） 令和７年２月２７日（木曜日） 午後２時頃 

(2)原因施設 所在地 佐賀県武雄市北方町大崎２００５－９ 

屋 号 ぽっかぽか武雄館 

営業者 株式会社 創
そう

明
めい

プロジェクト 代表取締役 古藤
ことう

 直
すなお

 

(株式会社 創明プロジェクトは給食受託会社です) 

(3)原因食品 令和７年２月２６日（水曜日）に当該原因施設で調理提供した昼食 

(4)病因物質 ノロウイルスＧⅡ 

(5)摂食者数 ３２名（入所者３１名、職員１名） 

(6)患者数 １５名（入所者１４名、職員１名） 

男性  ３名  ８０歳代～９０歳代 

女性 １２名  ３０歳代～９０歳代（うち１名入院） 

(7)摂食年月日 令和７年２月２６日（水曜日）１２時頃 

(8)症状 嘔吐、下痢等 

(9)平均潜伏時間 約３８時間 

令和７年３月４日 

生活衛生課 食品安全衛生担当 

担当者   高祖、荒木 

内線：1867、1868 直通：0952-25-7077 

E-mail:seikatsueisei@pref.saga.lg.jp 

mailto:seikatsueisei@pref.saga.lg.jp
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２ 食中毒と断定した理由 

(1) 患者の共通食は、当該原因施設が調理提供した食事の他にないこと。 

(2) 当該施設の調理従事者及び患者の便からノロウイルス GⅡを検出し、患者の症状及び潜伏時

間（平均潜伏時間が約３８時間）がノロウイルスによるもの（２４時間～４８時間）と一致

していること。  

(3) 調理従事者が患者に先んじて発症していること。 

(4) 医師から食中毒届出票が提出されたこと。 

以上から、当該施設で調理された食事を原因とするノロウイルスによる食中毒と断定した。 

 

３ 原因施設への措置内容等 

(1)行政処分 

 

・営業停止命令 

 令和７年３月４日（火曜日）（１日間） 

（令和７年２月２８日（金曜日）から３月３日（月曜日）の４日は営業自粛） 

(2)指導内容 
・厨房の清掃及び機器、器具等の洗浄、消毒の徹底を図ること。 

・トイレは次亜塩素酸ナトリウムによる消毒を実施すること。 

・調理等に際しては、手指の洗浄及び消毒の徹底を図ること。 

・調理従事者の健康管理及び健康状態の把握を徹底し、調理従事者等からの食

品汚染の防止を図ること。 

・調理従事者に対し、食中毒予防のための衛生教育を実施すること。 

４ その他の情報 

・２月２６日（水曜日）の昼食の提供メニュー 

ご飯、コロッケ、野菜のみそ煮、酢の物、かきたま汁 

 

  佐賀県内での食中毒発生状況（令和７年３月４日現在） 

※令和７年１月～現在までの計（本事件を含む。） 

令和５年 令和６年 令和７年 

事件数 患者数 事件数 患者数 事件数 患者数 

 ５  ７ ８ ６２  ２※  ２８※ 








